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研究の概要



目指す児童生徒像
「多様な他者と対話しながら学ぶ子供」

「自ら課題を見つけ，より良い未来へ向けて探究する子供」

「自他の幸せを考え，自ら貢献しようとする子供」

研究主題
自他の知をつなげ，粘り強く学ぶ児童生徒の育成

～ を軸とした授業づくりを通して～探究対話 貢献

学校教育目標
「かかわる つながる よく生きる」



育成を目指す資質・能力

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

知識・技能 思考力・判断力・表現力 自主性，主体性

後
期

構造化され生きて働く
概念的な知識や，自在
に活用できる技能が身
に付いている。

（実社会・実生活の中から）
問いを見いだし，効率的・効
果的に分析して，根拠を明ら
かにしながら，論理的に表現
することができる。

探究的な学習の過程におい
て，実社会・実生活の課題
を自分のこととして考え，
協働的に解決に向かい，社
会に貢献しようとしている。

中
期

新しく学習した言葉や
技能を正しく理解し活
用することが身に付い
ている。

（実社会・実生活の中から）
問いを見いだし，効率的・効
果的に分析して，根拠を明ら
かにしながら，順序立てて表
現することができる。

探究的な学習の過程におい
て，実社会・実生活の問題
を解決するために，（自分
の意思で）目標をもち，友
達と協力しながら解決に向
かい，社会とつながろうと
している。

前
期

新しく学習した言葉や
技能を正しく理解して
いる。

身のまわりから問題を見つけ，
集めた情報から考え，理由を
明らかにしながら，相手に伝
えることができる。

自分の生活を見直し，自分
の特徴やよさを知るととも
に，ちがう意見や友達の考
えを大切にしながら，身の
まわりのことと関わろうと
している。

重点を置いた項目



課題 方策

❶探究課題が児童
生徒自身のものと
なっていない。

・探究課題に対し開いた問いづくり
・発達段階に応じた分類。 Ａ

・探究課題に係る基礎データの整理。
・データから生み出す「問い」。 Ｂ

❷目的が不明確。情
報収集が形式化。

・実現したい姿を明確にし，その実現に必要な資源を検
討しながらプロジェクトの立ち上げ。「問い」を追究するた
めに，必要かつ適切な情報収集を選択・実行。

Ｃ

❸学んでほしいこと
を児童生徒に順に
与えている。

・体験で終わる取組の廃止。 Ｄ

・「問い」の事前検討時に，児童生徒の発想を想定した
対応策の準備。 Ｅ

❹「まとめ・表現」の
取組の停滞

・積極的な失敗体験。 Ｆ

・目的に応じた他者（専門家，行政，地域住民等）と協働
する場。 Ｇ

❺探究のサイクルが
繰り返されない。

・提案型のゴール設定。 Ｈ

・「問い」の階層の整理。 Ｉ

青：問いに関係する項目
黄：資質・能力に関係する項目
緑：単元構想に関係する項目



カリキュラムデザイン・開発単元
～指定３年間をまとめて～



カリキュラムデザイン

学年間の
系統性の整理

データ活用

各教科等との
関連の整理



開発単元
（１年生活）

自然物活用

他者との
つながり



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：暑い夏を楽しもう。
【しかけ】身近な「夏らしさ」に注目させ，様々な道具を活用しな

がら，工夫して遊びを楽しむ方法を考えさせる。

課題：身の回りの草花で遊んでみよう。
【しかけ】ゲストティーチャーのアドバイスをもとに，地域でとれる

草花を使ってできる遊びを考えさせる。

第１次

課題：わくわくおもちゃランドを企画し，天応の自然を使って遊ぼう。
【しかけ】夏と秋で採れる草花の違いに注目させ，これまで学習して

きたことを生かして，年長児を楽しませる遊びを考えさせる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



方策 Ｇ 【他者との協働】

ゲストティーチャーの活用



方策 Ｆ 【失敗の経験】

わくわくおもちゃランド（単元の最
後の活動）に向けて，年長児に楽
しんでもらうおもちゃを試作。

うまくいかなくても，子供同士で話
し合ったり試したりしながら解決さ
せた。



わくわくおもちゃランド

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

自作のおもちゃを

地域の年長児に紹介

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】



防災学習

避難生活

開発単元
（４年総合）



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：「健康」～もしもを想起して災害時に困ること～
【しかけ】経験された方の話を聞き，災害時と日常生活の違いに

気付かせる。

課題：災害時にも健康でいる方法を探究しよう。
【しかけ】危機管理課の方の話や実際に避難所に泊まり，災害時に

必要な物に気付かせる。

第１次

課題：自分たちの考えを多くの人に知ってもらおう。
【しかけ】広報誌等を作成し，助ける人になる意味や価値に気付かせる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



新体育館での防災宿泊体験

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】

方策 Ａ 【開いた問い】

「避難時にはどのようなことが大切か」
を調べるために，避難生活を実際に
体験しようと子供たち自身が発案。分
かったことをまとめ，地域に発信しよう
と考えた。

食事や避難グッズなど，避難時に持
ち出すものも自分たちで用意した。



体験活動は

課題解決のための「情報収集」

方策 Ｄ 【体験で終わらない】

宿泊体験の目的は，避難時に必要なことを知り，それを地域に発信するこ
と。体験活動は，あくまで情報収集の１つという位置付けで学習を展開。



防災学習

まちづくり

開発単元
（６年総合）



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：西日本豪雨について，下学年へ伝えよう。
【しかけ】「0706ミュージアム」に向け，「地域の人たちの証言」

「データ」，「災害支援」について，探究させる。

課題：できるところからやってみよう！災害ボランティア
【しかけ】「支援してくれた人」「支援が必要な人」「かつて支援が

必要だった人」「支援している人」と対話させる。

第１次

課題：持続可能な活動にするために発信しよう。
【しかけ】地域や被災地に貢献できることを企画・実行させる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



支援に尽力された方へインタビュー

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】

方策 Ｇ 【他者との協働】

０７０６ミュージアム

災害の記憶を風化させないために，
被災時の様子や地域の人の声を
まとめたミュージアムを企画。

来校者を自分たちで案内・説明



方策 Ａ 【開いた問い】

「個別の問い」

個人→グループで共有

体験活動は

課題解決のための「情報収集」

学びのフレーミング

方策 Ｄ 【体験で終わらない】



方策 Ｆ
【失敗を経験させる】

児童が行き詰まることを想定

↓

あえて失敗させ，その理由を
考えさせる。

↓

次の活動につなげるきっかけ
に

支援したい旨の電話を入れるが，「もう，特に必要ない」と断られてしまう。

そのため，「いつでも支援できるように物資を準備する」と活動計画を変更した。



第２次でのまとめ

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

地元ボランティア団体との
タイアップ企画



防災学習

思いの
継承

開発単元
（６年総合）



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：地域の防災の「これから」について探究しよう。
【しかけ】地域の方の話を聞き，防災学習の根幹には，まちづくりに

対する人々の思いが込められていることに気付かせる。

課題：新体育館に込められた思いを地域の人に発信しよう。
【しかけ】建設に携わった方の話を聞き，地域の防災拠点としての

役割に気付かせる。

第１次

課題：災害に強いまちづくりに参画しよう。
【しかけ】広報誌を作成し，地域とのつながりや伝統を受け継ぐ意味や

価値に気付かせる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



建設に携わった人とのつながり

方策 Ｇ 【他者との協働】

設計士の方をお招きし，建設
に込めた思いや，災害への
対策を考えた設備を学習。

子供たちのまとめや発表内
容にアドバイスを頂くなど，
継続的につながった。



込められた思いを伝える

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

地域に発信



開発単元
（７年総合）

生き方

学習



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：自分史（過去・現在編）を作ろう
【しかけ】自分自身をしっかり振り返られるよう，卒業文集や家族の話，

過去の写真やキャリアログなどを活用して考えさせる。

課題：自分史（未来編）を作ろう
【しかけ】自分の未来をライフステージごとに区切らせ，その場面で
必要となることを想像させながら考えさせる。また，自分の発表に
対する他者からのアドバイスを参考にしてまとめさせる。

第１次

課題：未来創造プロジェクト 生き方座談会を開こう
【しかけ】伝記や職業人の話などから人生をより輝かせる生き方を考え
させ，自分が大切にしたい生き方をまとめ，地域の人に表現させる。

第２次

第３次

探究

対話 貢献

探究



方策 Ｂ 【データから生み出す問い】

アンケート結果から問いや次の活動を見出させる

【生徒】

「夢や理想を実現できていないけど，人生に満
足しているという人が意外と多い。なぜだ・・・」

単元の様々な場面でデータを提示。
データに触れる習慣を持たせるように工夫。



地域の方との「生き方座談会」

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

単元を通じてまとめてきた「自分たちが大切にしたい生き方」を発表。

地域の方も自分の「生き方」を語り，より良い生き方を考え合う機会となった。



開発単元
（７年総合）

防災学習

まちづくり



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：「つながろう天応」を受け継ぎ天応に住む人々との
つながりを作ろう。

【しかけ】対象とする相手との電話連携やミーティングを行いなが
らつながりを作る方法を探究させる。

課題：地域の防災力を向上させる取組をしよう。
【しかけ】地域や保護者等を対象としたアンケート調査の分析や外

部人材からのアドバイス等を活用しながら，より良い取
組を考えさせる。

対話 探究

第１次

対話 貢献

第２次



方策 Ｂ 【データ整理】

アンケート結果から問いや次の活動を見出させる

国立呉工業高等専門学校の学生
が行った，天応地区対象のアン
ケート調査の結果を学習に活用。

左記の調査の結果を自分たちなり
に分析・考察しながら，その考察を
検証する調査をさらに自分たちで
実施。次なる活動につなげた。



方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】
【必要な情報収集】

「防災力」とはどのような力か，自分
たちで検討。「備え力」「情報収集力」
「きずな力」と定義した。

地域のそれらの力を高める取組を実
施することに決まる。

地域の避難所見学

市の防災担当者との意見交換会



地域ボランティア団体と連携 他学年との意見交換

方策 Ｇ 【他者との協働】

方策 Ｆ 【失敗の経験】

自分たちが考えた取組案を伝えるが，「○○な場合はどうするの」等と指摘され，内
容を再検討しなければならなくなった。改善点を粘り強く考え，再度提案したりしな
がら，取組を決めていった。



幼稚園児への読み聞かせ 東ティモールとの交流

方策 Ｈ 【提案型のゴール】



開発単元
（９年総合）

防災学習

ＳＤＧｓ



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：今年の災害対策を発信しよう。
【しかけ】中１，中２対象の災害に関するアンケート結果から，

「今年の災害防止対策」を考えさせる。

課題：世界的な視野に立って豪雨災害を防ぐ方法を見つけ，発信しよう。
【しかけ】生徒から出た「雨と地球温暖化」を取り上げ，生徒の思考や

発想をもとに，世界的な視野に広げさせる。

第１次

課題：みんなでやろう天応ＳＤＧｓウィーク
【しかけ】自分たちの学びを持続可能な社会につなげるため，

天応ＳＤＧｓウィークを企画・実行させる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



アンケート結果から

問いや次の活動を見出させる
方策 Ｂ

【データ整理】



子供自身で問いを出す活動

次の学びや活動を引き出す

方策 Ｅ
【対応策の準備】

子供の発想を想定できる

対応策を検討しやすい



文化祭での発表 熊野中との交流

方策 Ｇ 【他者との協働】

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

【私たちのＳＤＧｓ宣言】

気候変動を引き起こす二酸化炭素の排出を減らすため，友達や家族と
一緒に行動しながら，食品ロスやプラスチックゴミを削減していきます。



Change the Future プロジェクト

～天応ＳＤＧｓウィーク～
小６を対象としたエコバッグづくり体験

オリジナルステッカー作成

方策 Ｇ 【他者との協働】

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】



ルーブリックの活用・振り返りの充実



ルーブリックの活用

ルーブリックに基づく

指導案の事前検討と研究協議
生徒への提示と自己評価



振り返りの充実①

ＩＣＴ機器の活用

タブレット上で作成した振り返りを
専用のシートに保存



振り返りの充実②

１枚ポートフォリオ



研究を下支えする取組



外部人材との協働学習
呉工業高等専門学校 教授・学生の皆さん



外部人材との協働学習

現地踏査を通じた

地区別手作りハザードマップ

防災動画

防災すごろく



統計グラフコンクール



児童生徒の変容・成果
（R5年度）



児童生徒の変容・成果

前期課程 前

楽しく活動はできているが，「いろいろつくってみたい」「もっとたのしくしたい」と
は思っているが，どのようにしたらよいか具体的な記述が見られない。

遊びを楽しくするための具体的な記述が見られない。

「身の回りの草花で遊んでみよう」の振り返り 秋のおもちゃづくりの振り返り



前期課程 後 アドバイスを生かし，試しながら改良することができた。

友達のアドバイスを参考に，自作
のおもちゃをより良くする具体的な
方法を考え，試行錯誤しながら改
良させることができた。

「わくわくおもちゃランド」後の振り返り

「おもちゃランド」で，年長児に作り方や
遊び方を説明させるなど進んで関わら
せる中で，自分で考えて行動させたり，
自分の成長を感じさせたりすることがで
きた。



前後期課程

生き方に関するアンケート（R5.6.15実施）

「自分の将来の夢や目標」について深く考えていなかっ
たり，「どんな生き方をしたいか」については考えも及んで
いなかったりした。

②と⑦の項目の肯定的回答がそれぞれ56.5%，65.2%と特に低くなっており，自
分の夢や生き方を考えていない生徒が多い。また，単元を貫く問いの回答とし
て，物理的なものを挙げる生徒や主観的な思いや漠然とした希望に依る考え
を挙げる生徒が多い。

生徒A 生徒B

生徒C 生徒D

単元を貫く問い
「よりよい将来の実現のために何が必要か？」



後後期課程 自己と向き合ったり，多様な考えに触れたりすることで，自分
なりに大切にしたい生き方等を見出すことができている。

単元の終末の振り返りの記述では，自分の意識
の変容に気付くとともに，これからの生き方や具体
的な行動の在り方について，主体的・意欲的に考
えている様子が見て取れる。

単元を貫く問いの回答では，「自分の内面・考え方に
関わる内容」や「人とのつながりに関わる内容」を挙
げた生徒が多く，視野の広がりや考えの深化が見ら
れた。

生徒D生徒C

生徒A 生徒B

【事後】「生き方に関する
アンケート」（R6.2.8実施）

単元を貫く問い
「よりよい将来の実現のために

何が必要か？」

生徒の振り返りより
（単元の最後）

数値が大きく改善



令和５年度 校内学習アンケート（肯定的な回答％）

項目
（１）
課題意識

（６）
整理・分析

（８）
表現

４月 97.0% 91.7% 89.2%

１月 96.2% 95.0% 93.3%

前後差 - 0.8% + 3.3% + 4.1%

（１）授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろう」，「やってみたい」と思います。

（６）授業では，情報を，比べたり（比較），仲間分けしたり（分類），関係を見付けたり（関係付け）して，何が分か
るのかを考えています。
（８）授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫しています。

対象：５年～９年 実施日：令和５年４月，令和６年１月



カリキュラム・マネジメントの充実
～指定３年間をまとめて～




